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今
年
度
３
回
目
（
通
算
24
回
目
）

と
な
る
活
動
を
６
月
23
日
、
職
員
５

人
が
参
加
し
て
、
宮
城
県
東
松
島
市

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
大
津
波
の
被
害
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
に
と
、
大
震
災
後

に
地
元
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
避
難
山
道
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
み
、
今
年
４
月
に

入
組
し
た
18
歳
か
ら
22
歳
の
新
人
職

員
が
中
心
と
な
っ
て
草
刈
作
業
な
ど

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
農
業
機
械
課
の
亀
井
貴

文
さ
ん
は
「
被
災
者
の
方
の
体
験
談

に
と
て
も
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
今

度
は
草
刈
機
を
持
参
す
る
な
ど
し
て

得
意
分
野
で
現
地
に
貢
献
し
た
い
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
年
前
の
第
１
回
活
動
時
に
、
野

菜
の
苗
提
供
や
畑
の
が
れ
き
清
掃
を

手
伝
っ
て
以
来
縁
の
あ
る
地
元
の
方

と
も
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
「
あ
の

頃
（
２
年
前
の
６
月
）
は
精
神
的
に

最
悪
の
状
況
で
、
い
つ
死
の
う
か
と

い
う
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
け
ど
、

Ｊ
Ａ
の
若
者
ら
が
無
邪
気
に
畑
の
が

れ
き
を
掃
除
し
て
く
れ
た
り
、
野
菜

の
苗
を
植
え
て
く
れ
た
り
し
た
こ
と

新
人
職
員
が
初
め
て
の
被
災
地
に
刺
激
。

Ｊ
Ａ
女
性
部（
北
支
部
）
が
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

が
き
っ
か
け
で
生
き
て
み
よ
う
と
思

う
こ
と
が
で
き
た
」「
今
被
災
地
に

必
要
な
の
は
、
心
の
支
援
。
継
続
し

て
た
ま
に
顔
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と

は
何
よ
り
の
支
援
で
す
」
と
い
っ
た

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
日
は
Ｊ
Ａ
女
性
部
・

北
支
部
の
総
勢
30
名
が
現
地
視
察
に

訪
れ
、
大
津
波
で
町
が
ま
る
ご
と
流

さ
れ
た
沿
岸
部
や
慰
霊
碑
な
ど
を
見

て
回
っ
た
ほ
か
、
地
元
で
高
齢
者
介

護
施
設
な
ど
を
営
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代

表
の
伊
藤
壽
美
子
さ
ん
よ
る
講
話
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
大
津
波
襲
来
時

の
町
の
様
子
や
壮
絶
な
復
旧
作
業
の

様
子
、
現
在
ま
で
の
復
興
の
取
り
組

み
な
ど
を
当
時
の
写
真
と
と
も
に
振

り
返
り
、
改
め
て
東
日
本
大
震
災
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
は
今
年
度
を

最
終
年
度
と
し
、
宮
城
県
と
福
島
県

で
計
５
回
程
度
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ＪＡ女性部・北支部のみなさんが現地視察に訪れました。

【
参
加
者
】
鈴
木
大
亮
（
総
合
戦
略
室
）、

阿
部
亮
矢
（
経
理
シ
ス
テ
ム
課
）、
星
見

英
朝
（
生
活
課
）、
亀
井
貴
文
（
農
業
機

械
課
）、
大
川
文
也
（
大
泉
支
所
）
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ＪＡ女性部・北支部のみなさんが現地視察に訪れました。


